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はじめに

　伊勢湾岸自動車道は、第二東名高速道路と第二名

神高速道路の高速道路２路線と、一般有料道路の伊

勢湾岸道路からなる総延長６０㎞の道路であり、これ

までに名古屋南ICから湾岸弥富IC間１６.３㎞（２７.２％）

が開通していた。

　平成１４年３月に開通した湾岸弥富ICからみえ川

越IC間（８.３㎞）は、第二名神高速道路の一部として

初めて三重県内へ延伸し、中部地域の基幹国道であ

る一般国道２３号に接続し、一般国道２３号に代わって

名古屋市域通過交通を担う本格的な大動脈となる

高速道路である。

事業の概要

　道　路　名： 伊勢湾岸自動車道

　開通区間：湾岸弥富IC（愛知県海部郡弥富町）から

　　　　　　みえ川越IC（三重県三重郡川越町）まで

　事業期間：平成３年１２月～平成１４年３月

　事　業　費： 約２,３９０億円

事業の特徴

　今回開通した区間は、木曽三川をはじめとする大

工期短縮、品質向上を目指し、多くの新技術、新工

法を駆使している。例を挙げるとＰＣ橋においては、

プレキャストセグメント工法や波形鋼板ウェブ橋の

採用、鋼橋においては少数主桁型式などの採用であ

る。なかでも、その河川条件、周辺の漁業に与える

影響の最小化などの条件から、河川内の支間長を可

能な限り長くとり、かつ、上部工架設の現場作業を

最小限にすることの可能な『ＰＣ・鋼複合連続エク

ストラドーズド橋』という世界でも例を見ない新し

い形式を採用し設計、施工を行ったことである。

　当該区間の建設は、こうした一連の新技術・新工

法の採用により、橋梁建設技術の発展に大きく貢献

したとともに、国際的にもわが国の橋梁技術水準の

高さを大いに認められる機会となった。

　本区間の開通により、伊勢湾岸周辺の産業地域へ

のアクセス並びに物流機能の強化に寄与するととも

に、交通の輻輳が著しい一般国道２３号や一般国道１

号の交通を分散させ、混雑の軽減、周辺道路の円滑

な機能向上が期待されている。
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